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●研究テーマ

福井大学教育学部附属義務教育学校8年

庄司吉宏さん

ビンの中の水を一瞬で凍らせよう Part2
～過冷却水が凍るときの温度変化を調べる～

優良賞

動機

内容

　過冷却が破れた後に水温が上昇する理由と、手指消毒すると冷たく感じる理由を調べるため、
本研究では水の状態変化による温度変化を正確に測定することにした。

まとめや感想

　過冷却の破れによる一瞬の温度変化を2回の実験で正確に測定した。実験の結果、ビン内の水温
は数秒で0℃に上昇した。その後も－4℃で冷却を続けたが、0℃だったのは凝固熱が関係してい
ると考察した。気化熱を調べた実験では、室温の水に付けたガーゼを巻き付けた温度計と何もし
ない温度計を10分間計測した。2回の実験の結果は平均で－3.8℃の気化熱が確認できた。2種類
の実験を通して、潜熱の存在に気が付き、状態変化には水分子の動きとエネルギーが関係してい
ると結論づけた。

・自分の疑問を解き明かすことができて良かった。
・実験で温度が一瞬で0℃にまで上昇したときは、自分の目で凝固熱を見ることができ感動した。
・世の中にある気化熱・凝固熱があるから成り立つことにも目を向けていきたい。

●研究テーマ

鯖江中学校2年

三原友梨奈さん

砲丸投げフォームの研究

優良賞

動機

内容

　陸上の砲丸投げで、自己記録を伸ばすために、基礎となる立ち投げのフォームに注目し、腕や足の
角度について研究した。

まとめや感想

1．実験方法
　・画用紙を使用して、競技場のような砲丸投げの会場（サークルとフィールド）を再現する。
　・腕や足の角度を変えて、メディシンボールを３回投げ、各実験の平均距離と落下地点を調べる。
2．実験と結果
　　（実験1）立ち投げで突き出す腕の角度を変えて測定する。
　　（実験2）ボールを投げる瞬間の前足の角度を変えて測定する。
　　（実験3）自分とは体格が違う母や弟で実験1・2と同じ実験を行う。
　　（結果）個人差はあるが、ボールを突き出す腕の角度を40～50度に、前足の角度を110～130度
　　　　　にすれば、ファールの危険性もなく、遠くに投げることができると分かった。

　何度もボールを投げ続けたため、疲労などで多少記録にばらつきがあったが、平均値で比べるこ
とで、立ち投げの腕や足の理想角度を見つけ出すことが出来て良かった。砲丸投げの一連の動きか
ら角度によっても記録を伸ばせる部分がないのか今後調べてみたい。


